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和牛子牛の配合飼料給与量の検討

角田成幸・浅田勉・松本博司

Effect of Concentrate Feeding Method in Japanese Black Calves 

Shigeyuki TSUNODAラTsutomuASADA and Hiroshi MA TSUMOTO 

f. (株)東日本くみあい飼料

要 と己

目

肉用牛の育成期においては、良質な粗鋼料をト分摂取させ、骨格や第一腎を発

達させることが重要であるが、県内の子牛市場においては発育を高めるため配合

飼料を多給する事例が多く見受けられる。

そこで、育成牛の腕養管理マニュアノレを作成するため、配合餌料の給与法および

について検討した。

試験 lでは、配合飼料の給与量を育成期間中一定量とする給与法(定量法)と、

発育に応じて給与量を漸増する方法(増量法)について検討した。

試験 2では試験 lの結果を踏まえ、配合飼料の給与量を変え育成期間中

与する方法と粗蛋白質合量を高め一定量を給与する方法について検討し、以下の結

果を得た。

1 去勢牛は配合飼料を 1日4.5kg給与する定量法が増量法に比べ粗餌料摂取量

が多く、発育も良好であった。雌では定量法の発育が良好であったが、粗飼料

摂敢量は少なかった。

2 配合飼料給与量が l日4.5kgの場合、去勢牛は 4ヵ月齢、維では育成期間中

に全量を採食出来なかった。

3 配合朗料給与量を去勢牛は l日4kg、雌では 1日3kgの定量;とすると、配合飼料

の粗蛋白質含量の違いによる発育や粗鋼料摂取量に差は見られなかった。

4 血液および第一胃内容液性状には配合飼料の給与法や粗蛋白質含量の違いによ

る差は見られず、いずれも正常値の範囲内であった。

以上のことから、育成期には配合飼料を去勢牛の場合 l日4kg、雌では 113 

3kg定量給与することにより、発育や粗飼料摂取量が高まり、 8ヵ月齢出荷も

可能であることが示唆された。

緒言
で取引される傾向にあり、増体重視の濃厚

銅料多給で育成された肉付きの良い子牛が子牛市場では日増体量の高い子牛が高値

p
h
u
 

円
、

υ



群馬音訴;研報第 17-lラ (2010)

数多く出荷されている。そのため肥育農家

では、導入後に肉付きを適正に庚す期間、

いわゆるヨ恥、直し」が必要で、肥育期間

の長期化の原因のーっとなっている。

良い肉牛に仕上げるには育成時に良質な

粗鋼料を十分採食させ、骨格や第一宵を発

達させることが重要である。そこで、適

な増体とともに粗鋼料を十分摂取させるこ

とを目的とし、配合館料給与法を検討した。

具体的には、試験 lとして育成期間中の

配合鮪料給与量を一定とした方法(定量法)

と月齢が進むにつれて給与量を増やす方法

(増量法)の比較を行った。この結果を基

に試験 2では、定量法を選択し、粗鋼料摂

取最を高めるため、粗蛋告質含量を高めた

飼料を用いて効果を確認した。

材料および方法

試験1

1 1共試牛

当場で生産された黒毛和種子午、去勢 6

頭、 i峰 6頭を用いた。 f共試牛の概要は表 l

示したとおりで、 4ヵ月齢に達したもの

から順次、試験に供した。

2 試験期間

平成 20年 6月から 21年 4月までとし、

生後 4"-'8ヵ月齢までの 4ヵ月間実施した。

3 供試飼料

配合飼料は肉牛育成用の市販品を用いた。

銅料成分を表2に示した。

粗鮪料はチモシー乾草を 3cm程度に細断

して給与した。

4 試験区の設定

試験区は、配合銅料の給与量-を一定とす

る毘(定量区)と発育に応じ増量する区(増

区)を設定した(表 3)。
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各試験区iこはそれぞれ去勢 3頭、雌 3頭

を配置した。

定量区の去勢および雌は、 l日当たり

4.5kgを給与した。一方、増量区の去勢牛は、1

日当たり 3kgから 4.5kgまで、雌:では 2.5kg

から 4.0ぬまで段階的に増加させた。

5 飼養管理

試験牛は 3"-' 4頭の群餌育とし、イ自体識

別ドア(オリオン機械株式会社製、 ドアフィ

ーダ)を用いて l頭毎の銅料給与量および

採食量が把握できるようにした(写真1)。

乾草および水は不i新給与とした。

6 調査項目

(1)飼料摂取量

各{間体毎に毎日残飼量を秤量して、飼

摂取量を算出した。また、配合飼料につい

ては、給与量に対する採食量の割合を、粗

鋼料については総餌料摂取量に対する粗餌

料の摂取割合を算出した。

(2)発育

体重は2週毎、体高は 4適毎iこ測定した。

(3)血液性状

血液は、 4週毎に、へパリンナトリウム

入り真空採血管を用いて頚静脈から採散し、

ヘマトクリット値 (Ht)および総震自費 (TP)

を測定後、遠心分離し血撲を抽出し、分析

に供するまで-20
0

Cで凍結保存した。試験

終了後、クゃルタミン酸オキザロ酢酸トラン

スアミナーゼ (GOT)、総コレステロール

(Tcho)、血液尿素窓素 (BUN)、グルコー

ス (Glu)、カルシウム (Ca)、無機リン(Ip)

は血液生化学分析装置(富士フィルム社製、

ドライケム 3500)で、ピタミン Aは高速液

体クロマトグラフィで測定した。

(4) 統計処理

統計処理は、去勢および維の各々につい

て、最小ニ乗法による分散分析を実施した。
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試験2

1 供試牛

試験 1と伺様とした(表 4)0

2 試験期間

平成 21年 8月から 22年 4月までとし、

生後 4'"'"'8ヵ月齢までの 4ヵ月間実施した。

3 f共試飼料

配合餌料は試験 1と同じ市販の育成用配

合前料と、大豆油手13を混合し CP割合の

い飼料を給与した。

表 l 供試牛の概要

粗飼料は試験 1と向様にチモシー乾草を

給与した。

4 給与方法および試験症の設定

配合飼料の給与方法は、試験 1の結果を

もとに定量法とした。

試験 lで粗信j料摂取不足が見られたこと

から改善方法を検討するため市販飼料を給

与する対照区と、大豆粕を混合し粗蛋白質

含量を高めた高タンパク肢を設けた(表 5)。

また、配合鮪料給与量を試験 1より少ない、

去勢 4kg/日、雌 3kg/日とした(表 6)。

試験区 性別 性別 生年月日
体重
(kg) 

H20. 5.14. 131 

1-120. 7.27. 117 

1-120. 8.11. 118 

日20.3. 3. 97 

1-120. 4.30. 120 

1-120.7.25. 117 

生年月日
体重
(kg) 

1-120. 2.28. 167 
日20.5. 6. 152 

1-120. 7.29. 135 

1-120. 3. 4. 113 
日20.5. 6. 130 
1-120. 8.12. 128 

定量区 去勢

増量区 去勢

ふ
ト
十
おi
 
t
 

'
昨
日
礼
F

制
叫

※体重は試験開始時(4ヵ月齢)のもの

表2 配合飼料成分 (原物中)

成分名
1投資自賀市 組脂肪 粗繊維 粗灰分 カルシウム リン 可消化養分

(CP) (EE) (CP) (CA) (Ca) (P) 総量(TDi¥)

合有量 17.0 2.0 10.0 10.0 0.5 0.4 70.5 
(%) 

表 3 配合前料給与量 (原物河川)

配合朗料
事t

定量区 増量医
月齢
去勢・雌 去勢 雌
(3頭)(3頭) (3頭) (3顕)

4~5 4. 5 3. 0 2. 5 不
5~6 4. 5 4. 0 3. 0 j主IT

6~7 4. 5 4. 5 3. 5 給

7~8 4. 5 4. 5 4.0 
与
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表 4 f共試牛の概要

試験区 十世話IJ 生年月日
体重

性別 生年月日
体重

(kg) (kg) 

日21.4.17. 102 日21.4.27. 151 
高タンハ。ク区 去勢 日21.7. 4. 169 雌 H21. 7. 5. 127 

日21.7.16. 140 日21.8. 8. 135 
汀21.4. 3. 150 行21.5. 3. 137 

対照区 去勢 H21. 7.11. 121 雌 日21.7.17. 129 
H21. 7.14. 147 H21. 7.25. 116 

※体重は試験開始持(4ヵ月齢)のもの

表 5 配合飼料成分 (乾物中%)

1買包 CP 五区 CF CA Ca P TDN 

高タンパク区 24. 2 2. 3 10.6 10.8 O. 5 O. 4 81. 5 

配合餓料 19.4 2. 3 11. 4 11. 4 O. 6 O. 5 80.5 

大豆油粕 51. 1 2. 2 6. 0 7.3 0.4 O. 7 87.0 

※大豆油*aの成分{直{土岡本標準飼料成分表(2009年度版)、大主Haからヲ1m
高タンパク区の{肢は、給与割合(自己合飼料85%、大主主j出粕15%)から算出

表 6 配合銅料給与量 (涼物 kg)

幸E主主
項自

タンノ《ク[玄
水

3 

自己合飼料 3.4 (85免) 2. 55 (85九) 3.0 (100九) 不

大豆油粕 0.6 0.45 
民Ii
湾。、とロ; 

言↑ 4.0 4. 0 3.00 3. 0 与

※カッコ内;士、 Iitf??討{y.

5 銅養管理

試験 1と同様に行った。

6 調査項目

(1)飼料摂取量

試験1と伺様に行った。

(2)発育

試験 lの体重、体高に加え、胸囲および

!理屈を 4週毎に測定した。

(3)血液性状

試験 1と同様に行った。

(4)第一胃内容液性状

第一関内容液は、試験開始時(4ヵ月齢)、

中間 (6ヵ月齢)、終了時(8ヵ月齢)の計 3間

採取し、 pHを測定した。

(5)統計処理

試験 1と向様に行った。

結 果

試験 1

1 飼料摂取量

(1) 1日当たりの飼料摂取量

l軒当たりの飼料摂取量を表 7に示した。

勢の配合飼料は、試験期間中、定量区

が多く摂取していたが有意差は見られなか

ハ同
u
q
J
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った。平均すると定量区の摂取量が高くな

る傾向が認められた (pく0.1)。乾草は 4ヵ月

齢では増量区が多く摂取していたが、 5カ

月齢以降は、定量区が多くなり、 7ヵ月齢

では定量区は 3.2kg、増量s:(土 2.5kg摂取し

た。平均すると定量区の摂取量が高かった。

雌の配合飼料摂取量は去勢と同様、試験

期間中、定量区が多く、 5'"'-' 6ヵ月齢で有

が見られた。平均すると定量匿の方が

く、存意な差が認められた。乾草は 4カ

月齢では定量s:が多く摂取し、 5ヵ月齢以

降は増量区が多い傾向であったが有意差は

見られなかった。平均値でも有意な差は認

められなかった。

(2)配合飼料採食率

配合飼料の採食率を表 8に示した。

表 7 1自当たりの飼料摂取量

月齢

4~5 0.0 

5~6 4.2 ごと 0.2 4.0 ::t 0.0 

車合 6~7 4.5 土 0.0 4.1 ::t 0.6 

7~8 4.5 ::t 0.0 4.2 土 0.1

0.2 3.8 ::t 0.2 

0.4 1.4 ::t 0.6 

5'"'-'6 2.3 0.5 1.9 ::t 0.4 

乾獲 6'"'-'7 3.0 0.3 2.4 ::t 0.3 

0.4 2.5 土 0.3

2.1 土 0.2

去勢の定量区は、 6ヵ月齢以降 100%採食

したが、増量区においては、 5---...-6ヵ月齢

のみ 100%の採食率であった。

維では、定量区、増量区いずれも 100%採

食した時期は見られなかった。

(3)粗館料摂取割合

粗鋼料が充分に摂取されているかを確認

するため、摂取割合を算出した(表的。

去勢では4ヵ月齢で、増量区が高かったが、

5ヵ月齢以降は定量区が高かった。

雌では試験中ずっと増量区が高かった。

平均においても同様であった。日本銅養標

準。(以下、銅養標準)の目安と比較したと

ころ、 4---...-6ヵ月齢では 区の維以外は

目安の範囲内であったが、 6ヵ月齢以降は

目安に満たなかった。

(単位:kg) 

Prob. 増量区 Prob. 

0.22 2.7 0.2 2.1 土 0.4 0.12 

0.21 3.9 0.1 a 2.8 ごと 0.2 b 0.00 

0.37 4.4 ごと 0.1 a 3.3 0.2 b 

0.10 4.2 土 0.2 3.8 

0.10 3.8 ::t 0.0 a 3.0 ごと 0.3 b 0.01 

0.95 1.5 0.6 1.3 土 0.7 0.89 

0.46 1.6 0.4 1.8 土 0.6 0.69 

0.11 2.0 0.2 2.4 0.6 

0.10 2.6 0.1 2.5 

0.19 1.9 土 0.3 2.0 2.4 二と 0.3 

※平均±標準偏差 ※異符主手間で有意差あり a，b:Pく0.05

表 8 配合銅料採食率 (%) 

月齢
去勢 雌

定量産 増量区 定量区 増量IR
4---...-5 78 93 60 84 

5---...-6 93 100 98 93 

6---...-7 100 91 98 94 

7---...-8 100 93 93 95 

平均 93 94 84 92 
※配合銅料採食率=採食議十給与最x100 
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表 9 粗館料摂取割合 (原物予告)

月齢
去勢 飼養標準

B: 増量[玄 i玄 自安

4"-'5 27 32 35 39 
30'""'-'40 

5"-'6 35 33 29 39 

6"-'7 40 37 31 42 

7"-'8 42 37 
50'""'-'60 

38 40 

36 35 33 40 

※組飼料摂取割合ヱヱ各月齢の'f11飼料摂取量÷総飼料摂取量X100 
各飼料摂取量は平均値を用いたJ

2 発育

発育成績を表 10に、体重および体高の推

移を図 lへ， 4に示した。また、閣には発育

の目安として、社間法人全国和牛登録協会

の黒毛和種正常発育曲線の平均値を標準と

して追記した。

(1)体重

勢は試験開始時の体重に差があり、

区が高かった。その後も同程度の差で推

移し、 7ヵ月齢以降に有意な差が認められ

た。日増体量は定量区1.23kg/日、増最藍

1. 16kg/日で定量区が大きかったが、有意な

差は認められなかった。

!日設の推移も去勢と同様であり 8ヵ月齢で

表 10 発育成績

月齢

が認められた。日増体量は定量区

1.06kg/日、増量区 0.93kg/日で有意差は見ら

れなかった。

(2)体高

去勢、雄とも試験区間に な差は見ら

れなかった。標準値と比較すると維の増

区を除き、同等以上の成績で、あった。

3 血液性状

血液分析結果を表 11に示した。

試験開始時に、雌では出、 TP、GOTお

よびビタミンAに蓋が見られた。その後、

中間および終了時には正常値となった。

試験終了時の雌の Htに有意差が見られた

が正常値の範閣内であった。

雌

定量区 増量臣 Prob 増設区 Prob. 

4 151.3 土 13.1 123.7 土 7.6 0.06 122.0 土 6.4 111.3 土 10.2 0.28 

体重 5 182.0 :t 17.7 154.3 土 7.5 0.11 149.3 土 9.7 137.3 土 11.8 0.33 

6 224.7 土 20.0 193.7 土 6.6 0.11 183.3 :t 1l.l 166.7 土 10.5 0.20 

(kg) 7 266.3 :t 16.2 a 229.0 :t 6.5 b 0.04 217.7 土 10.8 193.0 土 10.0 0.08 

8 298.3 :t 12.5 a 262.7 土 4.8 b 0.02 249.7 土 10.3 a 222.3 こと 7.8 b 0.04 

日増体量(kg) 1.23 土 0.03 1.16 土 0.02 0.92 1.06 土 0.04 0.93 土 0.04 0.68 

4 96.2 土 2.1 92.8 土 1.1 0.11 92.6 土 1.5 91.5 士 3.5 0.71 

体高 5 99.5 ごと 2.9 97.4土 1.3 0.40 97.8 土 3.0 95.6 土 3.6 0.54 

6 105.2 土 2.6 102.7 :t l.l 0.30 101.7土 1.9 98.9 土 2.4 0.26 

(cm) 7 110.1 土 3.8 106.7 土 1.4 0.30 105.7 土 2.1 102.8 土 2.9 0.31 

8 113.1 土 2.9 109.7 土 2.4 0.27 109.7 土 1.9 106.2 土 3.7 0.31 

※平均土標準偏差 ※異符号簡で有意主主あり a，b:Pく0.05
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血液分析結果表 11
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4 

6 

Prob. 
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0.64 

0.42 

0.08 

0.07 

0.08 
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0.82 

0.82 

1.00 

0.98 

定量区
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37.0 :t 
36.3 :t 

5.9 

6.3 
+ 

69.5 :t 12.5 
62.7 :t 3.3 
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7.5 土

12.3 土

11.1 土

85.5 土
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88.3 :t 
9.2 :t 
9.3 

8.5 

8.0 :t 
9.2 :t 
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4 73.5 土 4.5 95.0 土 15.0

6 117.7 土 5.0 101.3 :t 32.2 
8 111.0 :t 25.0 115.3 こと 4.0 
4 83.0 :t 12.1 80.4 ごと 8.6 
6 93.8 :t 24.1 93.8 土 6.9
8 107.1 ごと 36.5 106.5 土 7.0 

※平均土燦準偏差。異符号閉で有意羨あり a，b:P<O. 05 
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試験2

1 飼料摂取量

(1) 1日当たりの飼料摂取量

1日当たりの飼料摂取量を表 12に示し

fこ。

去勢の配合鯖料は、両区とも給与量のほ

ぼ全量を摂取し、有意差は見られなかった。

雌の留と合飼料は、同区とも給与量の 3kg

を金量摂取した。

(2)配合飼料採食率

配合餌料採食率を表 13に示した。

表 12 1日当たりの飼料摂取量

月齢
高タンパク区 対照区

4~5 3.9 :t 0.1 3.9 二と 0.0 

5~6 4.0土 0.1 4.0土 0.0

配合 6~7 3.9土 0.1 3.9:t 0.1 

7~8 3.8土 0.2 :3.8 0.2 

平均 3.9:t 0.1 3.9 0.1 

4~5 1.4 0.6 1.3 :t 0.3 

5~6 2.0:t 0.5 1.8 0.4 

乾芸家 6~7 2.6 0.3 2.5 :t 0.3 

0.5 2.7 二と 0.1 

0.5 2.0:t 0.2 

表 13 配合飼料採食率

→一五詩h

月齢

4~5 98 

5~6 100 100 

6~7 98 98 

表 14 粗飼料控取割合

月齢

4~5 27 24 

5~6 34 31 

6~7 40 39 

7~8 44 42 

37 33 

配合銅料は、各試験症とも給与量のほぼ

全量の 95%"-'100%を摂取していた。

(3)粗銅料摂取割合

粗前料摂取割合を表 14に示した。

去勢、雄いずれの試験底も試験 1より

めることができた。

勢は高タンパク区が対照区より高かっ

た。平均で見ると維でも高タンパク毘が対

照区より高かった。

Prob. 

0.72 

0.37 

0.61 

0.77 

1.00 

0.69 

0.56 

0.56 

0.54 

0.63 

飼養標準 1)の目安と比べると去勢は自安

に満たず、雌は目安範囲内となった。

(kg) 

t当主

前タンノtク区 対照区 Prob. 

3.0 0.0 3.0 0.0 0.37 

3.0土 0.0 3.0土 0.0 1.00 

3.0土 0.0 3.0土 0.0 0.37 

3.0土 0.0 3.0土 0.0 1.00 

3.0土 0.0 3.0土 0.0 0.37 

1.6 :t 0.3 1.5土 0.3 0.59 

2.2 0.4 2.1 土 0.4 0.69 

2.8 :t 0.4 2.5:t 0.3 0.46 

3.3 0.6 3.2 0.3 0.72 

2.5土 0.4 2.3:t 0.3 0.58 

(%) 

100 100 

100 100 

(%) 

4きさ1こおき乙イト布石

35 33 
30~40 

43 41 

48 46 
50~60 

52 51 

45 

※総餓料摂取'&IJ合口各月齢の組飼料摂取議÷総飼料摂取数x100 
各館料摂取ま設は平均値をFおいた。
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締罰は去勢、雌いずれも標準以上となり、

は見られなかった。腹囲についても、試

験区間に差は見られず、 8ヵ月齢の胸囲と

腹聞の差は 23~ 30.6cmとなり、第一関の

発達は十分であったことが確認された。

2 発育

発育成績を表 15~ 16に示した。また、

体重・体高・胸囲の推移を図 5~ 12に示し

た。発育の自安として、社団法人全国和牛

登録協会の黒毛和種正常発育曲線の平均値

を標準として追記した。

(1)体重

去勢、雌いずれも標準を上回り良好な発

育を示した。

勢の日増体量は高タンパク区1.1Okg/ 

日、対照区 1.06kg/日となり、有意差は認め

られなかった。

雌についても高タンパク毘 O.92kg/話、対

照IR0.94kg/日となり、有意差は認められな

かった。

3 血液性状

血液分析結果を表 17に示した。

いずれも正常の範閣内であった。試験開

見られたがその始時に雌の Tchoで

後は見られなくなった。

4 第一胃内溶液性状

第一腎内溶液 pHを表 18に示した。

開始時の pHは去勢の高タンパク区およ

び維の対照区で低い傾向が見られたが、試

験開始後は、 pH6.7"-'7.0で正常値の範囲内

であった。

(2)体高

体高についても去勢・雌いずれも探準以

上となり、差は見られなかった。

(3)胸囲および膜屈

表 15 発育成績(体重・担増体量・体高)

去勢

対照区 Prob. 
139.5 j: 13.1 0.91 

173.9 土 19.2 0.92 

203.7 土 15.7 0.99 

230.7 土 15.5 0.84 

266.2 ごと 12.8 0.92 

1.06 土 0.03 0.41 
96.5 玄 3.6 0.59 

100.3 土 3.2 0.58 

105.1 土 3.2 0.60 

108.5 土 3.2 0.60 

114.7 j: 2.6 0.28 

Jttit 
一
均
一

4
5
6
7

重

A
U

体

代

対照区 Prob. 
128.6 j: 7.1 0、34

159.1 土 4.5 0、71

184.7 士 7.3 0、77

210.7 ごと 9.1 0.68 

241.2 土 7.0 0.77 

0.94 土 0.02 0.32 
96.0 土 2.1 0.82 

98.9 土 2.8 0.59 

102.9 j: 2.9 0.98 

106.2 土 2.0 0.90 

109.6 土1.6 0.61 

尚タンパクIR
137.6 ごと 10.1 

163.5 土 14.5

189.9 土 22.4

218.5 土 23.3

247.5 j: 27.8 

0.92 土 0.15
96.5 土1.2

100.3 土1.7

102.9 土 2.0
105.9 j: 3.1 

109.8 j: 2.2 

尚タンパク区

136.9 土 27.8

176.3 土 27.0

203.5 土 25.8

235.0 土 23.8

8268.7 土 28.2
日治体長 (kg) 1.10 土 0.02

4 94.0 士 4.8

体高 5 

6 
(crn) 7 

97.6 こと 5.7 

102.8 土 4.8

106.2 土 4.6

8109.5 土 5.2
※平均ごと擦準備君主

表 16 発育成績(胸間・腹間)

去勢

対照、区 Prob. 
118.3 土 4.9 0.65 

126.8 土 5.8 0.71 

136.1 玄 5.9 0.76 

145.1 j: 6.8 0.39 
150.8 土 3.0 0.38 

142.5 土 6.0 0.86 

153.5 j: 4.3 0.88 
158.4土 4.5 0.69 

164.3 土 3.9 0.40 

173.8 土 2.4 0.80 

雌
月鈴

高タンパク区

4 113.6 土 12.6

胸囲 5 124.5 土 5.5 

6 134.5 土 3.7
(crn) 7 139.4土 4.9
8147.2 土 4.2
4 144.5 j: 14.2 

綬囲 5 152.5 二士 7.3 
6 160.5 土 5.0

(crn) 7 167.5 土 2.9
8 175.2 ごと 7.2 
※平均こと燦準協主主

対照IR Prob. 
116.1 二t 2.5 0.72 

121.6 土 2.6 0.64 

130.4 j: 4.8 0.67 

135.3 二ヒ 2.8 0.78 
141.2 土 0.8 0.95 
136.2 土 3.4 0.12 
151. 7 こと し3 0.73 

154.6 土1.3 0.71 

161.3 こと 4.1 0.52 

169.3 土 ~.1 0.64 

高タンパク区

115.2 土 2.1

120.2 ごと 2.7 
128.3 土 4.6

136.8 j: 6.7 
141.5 土 4.7

144.2 土 4.7
149.5 ごと 8.3 
158.0 土 11.2

166.0 土 8.6
172.1 ごと 7.1 
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表 17 血液分析結果

項目

(単位) Prob. 

Ht 
(%) 

月齢
i潟タンパク区 対照区

去勢

'o o
 

i
 
pa 
nノ
ω
p
h
u
t
t
A

n
t
u

ハ
H
U
2
1

••• ハ
u
n
U

ハU

ウ

i

Q

U

O

U

••• 'aム
ハ

H

u

n
ノ
M

J

十一一一一ム

ウ
t

ハ
υ
ハ
υ

••• つ】巧
i

勺

i

4
せ

っ
d
q
t
υ

TP 
(g/dl) 

GOT 
(Iじ/1)

日じお

(mg/dl) 

Glu 
(mg/d]) 

Ca 

(mg/d]) 

IP 
(mg/dI) 

Tcho 
(mg/d]) 

ビタミンA
(IC/ dl) 

4(際始 38.7 土 4.7 

6(中間 40.0 土 1.4 

8(五き了 41.7 + 1.2 

6.4 土 0.5 6.4 ごと 0.6 1.00 

6.3 + 0.2 6.4 ごと 0.3 0.64 

6 1 土 0.4 6.0 ごと 0.6 0.80 

76.0 = 9.3 97.7 こと 16.6 0.18 
67.7 土 5.9 8l.i こと 20.4 0.41 

65.3 土 2.5 61.3 土 4.0 0.30 

4

6

8

一4
6

8

一4
6

8

一4
6

8

一4
6

8

一4
6

8

一4
6

8

一4
6

12.2 ごと 5.1 

13.9 ごと 1.0 

13.4土 0.5

91.0 土 9.4

95.7 土 7.8

9.5 土1.4 0.50 

13.0 土 1.6 0.55 

12.4 0.9 0.25 

88.3 土 12.7 0.82 

98.7 こと 5.8 0.68 

10.6 + 0.3 

10.2 土 0.1

10.6 = 0.5 
8.6 ごと 0.9 

9.3 :t 0.3 

85.3 土 21.2

113.1 土 17.5

11.1 ごと 0.3 

10.7 こと 0.2 

10.5 ごと 0.3 

9.1 土1.0

9.5 土 0.8

8.I 土

95.3 :t 18.4 

1:35.3 ヱ 24.0

6臼.2 土 6.3 95.3 土1.4

73.0 土 I.I 85.9 土 6.8 0.15 

8 81.1ェ 13.4 92.1 土

※平均二士僚議{綴王室。異符号簡で有窓宣言あり a.b:PくO.05 

表 18 第一胃内溶液の pH

柑
叫

高タンパクIK
'13.0 土1.4

42.7 ごと

対照区

40.7 土1.2 0.16 

38.3 土 3.3 0.16 

5.9 土 0.2 0.68 

5.9 = 0.3 0.37 

0.22 

0.03 

0.78 

0.60 

0.76 

9.7 土 2.8 12.8 土

14.I 土 3.2 12.7 

16.8 土 0.5 1l.i 

I8.I 土 3.3 84.0 

89.0 土 3.6 90.7 

83.7 土 0.5 86.0 

10.5 + 0.6 9.6 こと 0.6 

10.1 土 0.5 10.1 ヱ 0.2

i0.3 土 0.3 9.8 土 0.1

9.0 土 0.8 9.1 土 0.4

8.5 ごと 0.7 9.5 土 0.5 

8.4 土 0.4 9.2 ごと 0.4 

83.0 土 14.0 孔 117.3 こと 5.0 h 

106.3 土 17.7 146町。

121.0 土 28.5 16ヲ.:3

62.'1 :t 10.0 91.4 

66.I 二 15.8 88.9 こと 1 ，1.4 0.22 

0.20 

0.94 

O.。宮

0.80 

0.16 

0.11 

0.64 

0.36 

0.07 

月[鈴
高タンパク区

6.2 ごと 0.2 

6.8 土 0.1

去勢

対照区

6.7 土 0.4

6.7 土 0.16(中間)

7.0 ごと 0.2 6.8 土 0.2 

※平均±標準偏差。奥符号間で有意主をあり a，b:P<O. 05 

考察

j苅用主j二の育成期には、粗飼料を十分摂取

し、第一胃の発達をうながすとともに骨格

づくりが重要である。 i上11時 2)は肉用牛の発

育過程において、骨格は生後 11ヵ月齢まで

に、内臓は 3~ 13ヵ月齢にその成長量の 7

害IJが集中し、この時期の粗飼料給与が肥育

期の順調な増体に不可欠であるとしている。

また、日本飼養標準 1)でも繁殖牛および肥

Prob. 

0.21 

0.73 

0.57 

人ドヒ
似
叫

高タンパク区

6.7 ごと 0.1 a 

6.7 土 0.1

6.7 ごと 0.1 

対照区 Prob. 

6.3 ごと 0.1 b 0.03 

6.7 土 0.2 0.74 

6.7 土 0.1 0.88 

育素牛の育成期間には良質な粗飼料を十分

給与することの重要性が明記されている O

そこで、今国は組館料を十分摂取させるこ

とを目的として配合飼料給与法について検

討した。

試験 1では、配合餌料の給与を定量法と

増量法とで比較した。定量法では去勢およ

び維ともに配合飼料摂取量が多く、日増体

も高くなった。濃厚鈎料を多給した場合

に日憎体量が増力rJすることが報告されてお
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り3-¥本試験も間接な結果となった。

乾草摂取量は、去勢では定量広が高くな

る傾向が見られたが、維では試験区間に

が見られなかった。定量区は配合銅料の給

与量を去勢、雌ともに 1日 4.5kgとしたた

め、去勢は 6カ月齢以降は 100%摂取した

が、雌では 60-----98 %と給与した配合飼料

の全量を摂取できず、配合飼料の給与量が

過剰であったことが考えられる。そのため、

粗餌料摂取量を高めることができなかった

と思われる。銅養標準では粒餌料摂取割合

を4-----6カ月齢 30"-' 40 %、 6'" 8カ月齢

では 50-----60 %を目安として標記されてい

るが、本試験では 6"-' 8カ月齢の粗飼料摂

取割合が 31"-' 42 %であった。このことか

ら、配合餌料の給与量は l日 4.5kgでは多

いことが示唆された。

そこで、試験 2では配合飼料給与量を去

勢で 4kg、雌では 3kgの定量給与とし、濃

厚飼料中の粗蛋白質割合の異なる臣を設

し試験を実施した。杉本ら g)は濃厚飼料中

の組謹白書IJ合を高めると粗鋼料袈取量が

まることを報告しているが、本試験では粗

飼料摂取量に差は見られなかった。しかし、7

カ月齢以降の粗飼料摂取量は去勢の対煎区

以外は l日あたり 3kg以上となった。第一

胃は 8カ月齢頃に発育が最大となることか

ら、この時期に粗鋼料を 3kg以上摂取した

ため、腹づくりもト分できたと思われる。

去勢の粗飼料摂取率は高タンパク区 37%と

試験 1の定量区と同様な結果となったが、

雌では高タンパク区、対損区とも 6カ月齢

以降は 46"-' 52号もと試験 1に比べ高めるこ

とができた。

以上のことから、配合餌料を去勢では l

日 4kg定量給与することにより、日増体量

1.1kg以上を確保でき、 8カ月齢で、出荷可能

であることが示唆された。雌では、 1日3kg

定量給与することにより粗飼料摂取率を

め、さらに呂増体量0.9kg以上を確保でき、 8

カ月齢出待が可能であることが示唆された。
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